
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

  3 

Keeper s  Note  5 

 6 

10 

12 

 14 

 15 

16 

   17 

 19 

 

Ě Ě 

 

ƞɉəɱȴɩ 

ἶ׀ Macaca fuscata  

׀ Japanese macaque  

 

 ɉəɱȴɩǶ ″ƲᶤᶮƲˉ″ǲ ǠȒכֿ

ᶭ ǮǠƳ ǵʤӔӭῬǲ ǠȒכֿ ȓ

ǶƲ˲ ș ǖ ǵʴǮ ȉӔǲѝ⁹Ǟǭǋ

ȅǠƳ 

Ӧ ǒȐ ǵ ȓș̸ȑƲῇ ǱǰǮ

ǞǭǋȅǠƳ ⱪǶƲ ǯᾪǲ ǓǱǖƲ

ǮǉȒǚǯȋƲȨȷǲǶ ǞǦ Ǔ Ǐǭǋ

ȒǚǯǮǠƳὲлǯǱȒӔǿ ǖǲǫȓǭƲ

Ƕ ǖ ǋ șǞǦ ǯǱȑƲ̱ǶẎǔǖǱȒϊ

ׄǓǉȑȅǠƳ 

 ǯȀҲ ᶸǮǶƲȳɩῇǮǵȚǺȑǯ ȐǠ

58 ǵɉəɱȴɩǦǨș ȒǚǯǓǮǔȅǠƳ

ǣǹƲǟǪǖȑǯ όǞǭȆǭǖǧǜǋƳ 

 

Ш  ђɵ ʣ ǹǱǵ  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 14  ᴁ׀╛  

6 3  ̝  

 
ȠɓɨȩȼȤǵƼ ƽǵ ǵ

șǑ ǋǞȅǞǦƳ ̸ȑȯ

ɶȫșƼɨȩƽȋƼἃƽǲ ȀȐȓ

ǱǋȏǍǲǯ ǠȒ ȐǞǋỡ

ș ȒǚǯǓǮǔȅǞǦƳ 

₴ẃ ǵ Ƕʫ ȫɨɱǵ ǯǜ

ȓǭǑȑƲ►ᶸǮȉ ѩǱȪȢɇș

ǋȅǞǦƳ ș ǱǓȐȭȢȸ

ǲ ǞǦȑƲǠǗ ǲȫɨɱǓǋ

ȒίὙǱǰș ἶǞǦȑǞȅǞǦƳ 

ǀ ǵȪȢɇǁ 
ɵ ƼɘɱȬɱǵǑ ˗ȽȢɞƽ         ɵ ƼZOO ȽȢɞ 1130 ƽ 

ɵ ᶽɵ ɵ Ƽɐɛɐɛɧɱȿƽ    ɵ ƼᶸКȅǪǦȑǑ ƽ 

ɵ ᶽɵ ɵ ƼȼȤ ǵɔɧɱȿƽ   ɵ 2 ᶽ ɵ 4  

ɵ Ƽȫɨɱǵ ǲẎ ƽ           ƼɚɧɱɄȡȠȪȢɇƽ 

ȪȢɇǵȿȯɁɆ ṸǶ ˗ҵ Ǯ ǪǭǋȅǠƳ 

Ҳ ǵ̱ ȋẏΒǲȏȑʴ ǠȒǚǯǓǉȑȅǠƳ ǞǖǶ►ᶸHP șǛ ǖǧǜǋƳ 

6 17  21  ʫ  

7 22  ẋ Ҳ ᶸ  

ǲ ǞǦɑɱɆɫɱȮ

ǵᴁ׀╛ș ǋƲ̀ǵΒ ǲᶿΏ

Ǳ⁪șǫǘƼ ƵʸƽǓ ǷȓȅǞ

Ǧ Ϸ ǲ ǞǭǋȒ Ƶʸǲ̝

ǋǲ ǭǖǧǜǋǴƳ 

˹₴ȉỒȅȑȅǞǦẋǵҲ ᶸ ₴

ȑǲ σǠȒȪȢɇȢɗɱɆǱǰȉ

ǉȑƲ♦ƵǲȱɫɈѼǵ ȖǋǓ Ǫ

ǭǔȅǞǦƳ Ʋ ǲȉ

σǞȅǠƮǣǹǑ Ǟǖǧǜǋ  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5 19  ȠȩȩɱȪɩɶ(Ƭ1)  

5 30  Ȣɱɇȭȶɡȭ(ʥ 2)  

6 10  ȱɶɩȾɁȭ(ʥ 1)  

6 30  ȱɶɩȾɁȭ(ʥ 1)  

      ɝɈɝȱȠɨȭȢ(ʥ 1)  

7 15  ɠɩɠɁɆ(ƭ1Ƭ ) 

7 16  ȱɶɩȾɁȭ(ʥ 1)  

7 20  ɠɩɠɁɆ(Ƭ2)  

 

 

2019 ₴ǲⱩῬҲ ᶸǒȐ

►ᶸǲ ᶸǞǦɄɩ(Ƭ)Ƴ

ȫɥɫ(ƭ)ǯǱǒȏǖȳɎ

ɱɈȦɨȠǮ ǛǞǭǋȅ

ǞǦƳ 

ẏᶮǮȉẎ șϮ ǲ Ț

ǮǋȒǚǯǮǞȎǍƳ 

5 1 6  ȠɓɨȩɍȰȱȤ(Ƭ1)  

6  7  ȠȩȩɱȪɩɶ(ƭ1)  

6  21  ɝɝɈȪɢȬ(Ƭ1)  

7  7   Ȣɱɇȭȶɡȭ(ʥ 1)  

7  10  ȩɧȩɧ(Ƭ1)  

 

 

‖ ” 7 25 ‚  ‍ Ό 1 ” 
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☆ミミナガヤギの誕生と担当飼育員の奮闘☆ 
 
 とべ動物園では、2023年 3 月 25 日に 1 頭のミミ

ナガヤギの赤ちゃんが誕生しました！ここ最近はオ

スが続いていたため待望のメスでした。名前は父親

のアートと、母親のハヅキから文字を取って「アヅ

キ」としました。待望の女の子が生まれたこともあ

り、蝶よ花よと育てられ、今も元気に成長している

アヅキですが、生まれたばかりの時はとても弱々し

しく、担当者は様々な事に悩まされました。 

過去に飼育していたミミナガヤギの出産の多くは、

夜中から朝までの間に起こりますが、前日に予兆が

あったため、アヅキが生まれた日の朝も大急ぎで獣

舎に確認に行きました。予想通り生まれていました

が、体は濡れたままとても冷えていて、ぐったりと

しており、元気がない状態でした。本来であれば、

お母さんが体をなめて乾かし、すぐに立つように促

します。しかし、今回は子育て経験があるはずのハ

ヅキがなかなか世話をしようとしなかったため、ま

ずは、冷えてしまっている体を必死に温めました。

温めていくうちに、少しは元気になってくれたのか、

体を動かしたり、鳴き声を出したりするようになり

ました。ハヅキも鳴き声を聞いてやる気が出たのか、

体を舐めるなど、そばについているようになりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、まだ初乳（出産直後の母乳  免疫力を高

めるためには欠かせない）を飲めていないこともあ

り、安心できる状態ではありませんでした。哺乳瓶

に搾って与えてみたり、ハヅキの乳房に口を近づけ

て介添えをしたりしましたが、吸う力がないのかあ

まり飲んでくれませんでした。立たせるための手伝

いもしましたが、結局その日は立つことができませ

んでした。３月の下旬といえども、まだまだ寒さを

感じる時期であったため、アヅキはその日の夜は保

育器の中で過ごすことになりました。 

担当飼育員が、日中も２時間おきに授乳補助を行

っていましたが、あまり飲んでいなかったため、夜

間も２時間おきに授乳補助を行いました。アヅキは

生後２日目にしてやっと立つことができました。し

かし、この後もなかなかアヅキが自力でお乳を探し

て飲むようにならず、授乳補助は終了までに３週間

ほどかかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

体重も少しずつ増えはじめ、これでやっと一安心

できるかと思いきや、今度は歩き始めて少し経った

頃に左後肢と右耳を怪我してしまいました。根気よ

く治療した結果、今では、生活に支障がないほどに

回復しました。若い回復力にはいつも驚かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生まれた直後から様々な試練に立ち向かってきた

アヅキですが、今では元気に走り回ったり、たくさ

んご飯を食べたり、初めて見るものたちに興味津々

だったりと元気に過ごしています。リトルワールド

内ポニー舎で会うことができるので、ぜひ会いに来

てくださいね！  

（村上 ひなの） 

ȅȓǦǷǒȑǵȠɃȫ

Ƭ 

ɝɩȭș ȅǢȏǍǯ ҞǞǭǋȒ ἧ 

ǑǷǉǨȊȚẎẺǔ  

►

 



 

 

 

 

 

 

ƫǶǟȈǲ 

ニホンザルは、言わずと知れた日本の固有種で

あり、ヒト以外の霊長類では世界で最も北に生息

する誇るべき「サル」です。 

野生に暮らすニホンザルは、基本的には栄養価

の低い植物を主食とし、一つの群れで 50～100

種類の植物を食べることもあります。それぞれ四

季折々のものを食べますが、中でも旬のものは栄

養価が高いことをよく知っているようです。 

また、野生のニホンザルの行動を観察した結果、

ニホンザルの生活において採食に費やす時間は長

く、飼育下の生活でもそれが重要な要素であるこ

とが考えられます。 

 

ƫ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、当園のサル山では 58 頭のニホンザルを

飼育していますが、そのうちオスが 36 頭と６割

以上を占め、さらにそのうち 31 頭がオトナオス

です。そのため１年を通して小競り合いが絶えず、

特に秋から冬にかけての交尾シーズンには更にエ

スカレートし、傷を負う個体が増加してしまう状

況でした。また夏場に見られるひどい脱毛も悩み

のタネでした。そこで、普段給餌している通常の

餌に加えて、自生している植物を採取したものや、 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家から提供していただいた旬のものを与えたり、

給餌回数を増やすことがストレスの緩和につなが

るのではないかと考え、採食環境を整えようと試

みました。今回の飼育レポートでは、その試みを

撮りためた写真とともにお伝えしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ƫ КὦǵẀ  

①通常メニュー 

 

 

 

 

 

※カッコ内は不定期 

 

②採取したもの（自然食） 

 

 

 

 

 

③生産農家からの提供 

 

ǯȀҲ ᶸǵȳɩῇ 

ɎɁȽȋ ș ȀȒ ǔ ǔǯǞǦỡ 

 

 

ɉəɱȴɩǵ ǲǫǋǭ 

₴ ₴    

                         

ɪɛɶɆ 

飼育担当課長 竹箇平 昭信 

 



サル山では 2021 年 10 月より、１日の給餌回数

をそれまでの２回から４回にしました。これは、ニ

ホンザルの採食時間と食材の種類が増えると同時に、

個体を観察する機会が増えることでスムーズな個体

識別ができ、担当者との信頼関係の構築にもつなが

りました。また、来園者が採食光景をご覧になる楽

しみも増えたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȢȽɇɨǵ֛ ̗˔⁸ǵῇ  

ǲ 28 ᶥ 73 kg  

ȢȽɇɨǶẎ˲ ǵ Ǯ ᶥὈ  

★イタドリ（４～５月） 

ǵἧ ȑ Ҳ ᶸǵ ᷂ǲǭ  

ǲ 27 ᶥ 91  kg  

ȇǔȉ ǞǤǍ 

★竹の子（４～５月） 

★バッタ類（４～１０月） 
 

ǵȳȭɧƬȉȿɡɪɱȶ  

ǚǵ♥ȰɁɆǮǔȅǞǦ 

ɆɌȳɜɎɁȽɵȫɨȬɨȷ 

ȵɥȤɨɥȤɎɁȽ 

ǋΉ̱Ƕ ǓǱǋǦȈɗɄɧɱȴɩǓ 

ȀȒǵș װ ƵǮ ǭǋȅǠ 

ḹ Ẏ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★クズのツル（冬） 

 

ȑ ɵ  

ș ǲ  

★柿（１１～２月） 

ǲֻȖǢǭ₲Ǟ ̸ȑ 

ǲ 8 ᶥ 22  kg  

҄ǋǦ♥ǵ ȉˏ ǜǢǭ ǞȅǠ 

ǚȓǓ Ẇǯ˲  

₲Ǟ ǵὈ  

ǵ ѩɟɉɣɶǮǠǓ 

ǵΉ̱ȋ ʴǵΉ̱ǲȉʦǏȅǠ 

͑ǞǭǋǦǧǋǦ ǵῇ  

ʝгǮ Ɇɧ ְѝ 

ǜȅǝȅǱẐǜǵɂɩ 

ǖȐǋǵẐǜǵȉǵȉǉȑȅǠ 

ș ǘǭ ǮᶭὑǠȒǱǰ 

ȉǜȅǝȅǮǠ 

ȳɩǦǨǲȏȒ
ǒǟ

ȑ
ǉǯ

 

ȒǚǯǮȷɆɪȷǵ ǲǱǪǭǋȒǒȉ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆結果及び考察 

環境改善に取り組んだ 2021 年 10 月から 2023 年

3 月の１年６か月の間に、野草類は 10 種を 109 回

総量 124.65 kg、樹木類は 14 種を 109 回総量 522.7 

kg、竹を 13 回、昆虫類は 4 種 21 回計 174 匹与え

ました。 

サル山のサルたちに多く見られる脱毛の原因は判

明していません。皮膚病などを疑い、いろいろ検査

をしても何も出てこないのです。そのため、あくま

でも推測ですが、血統更新ができていないために近

親交配が進んでしまったことに加え、オスの比率が

高くなり、闘争が増えたことによるストレスが関係

しているのではないかと思われます。しかし、今回

の自然食導入の後、これまでに比べて体毛の量や質

が良くなったという来園者や同僚からの声がありま

した。自然食を導入した期間中の２回の繁殖期につ

いては、闘争による大きな怪我もなかったことから

自然食給餌は食事の質だけでなく、物理的に暇な時

間を少なくすることでストレスを軽減する一定の効

果があると考えられます。また例えば、食欲を満た

した後に若い個体が竹の枝を引っ張り回すなどの誇

示行動を見ることもできました。さらに、昨今の物

価の高騰により、動物園での餌代も影響を受けてい

ます。今回のような自然食給餌は、コスト削減の一

助につながると思います。 

ニホンザルの活発な行動を観察することで身の回

りの自然やニホンザルが置かれている状況、そして

環境破壊などに思いをはせていただければ幸いです。

動物園が環境保全に興味を持つきっかけの一つにな

ることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ṣ ǲ ǠȒǯ 

Ҝ̬Ή̱Ǔקȑǵ ș ǱǓȐ 

ὄⱲǞǭ ǮǔȅǠ 

ẃǵὑ ɟɉɣɶ 

ѝǓẉǖ˲ ǮǞǦ 

★クズの葉 

Ҳǵ ȓș Ǟǭ ǞǦȑ 

ΏȓǦḹֻǲ їǞǱǋȏǍ Ǟǭ  

ǭǶ ș όǞǭǋȒȏǍǮ 

ᶸ ǲȉ˲ ǮǞǦ 

★バショウ 

ȭȸǵ Ƕȿȥɶɱǲ⁵ǋǭ 

ǵ șП  

★竹 
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フ ラ ミ ン ゴ が 鮮 や か な 色 を し て い る の に は 餌 に 秘 密 が あ り ま す 。 餌 の 中 に は カ ン タ キ サ ン チ ン と い う 

  

  

ǤǚǲǶȿɨĚɓɧɝɱȲȋĢ 
Ǐ Ț Ǳ ǋ 

ɗɉȢɫ ɓɧɝ ɱȲĢ 
ɦɶɫɁɏɓɧɝɱȲǲ 

ȱ Ȫ Ƚ ɓ ɧ ɝ ɱ Ȳ Ǔ ǋ ȅ Ǡ 

  ” Ό 

΅”Ό  

” Ό 

΅”Ό  

↔≤∙└₫” ‖ 

Ὼ΅”Ό 

₪₣₿↔≤∙└₫„ 

ῼ‏‟ ” Ό⁯ 
Ό Ὼ΅ 

≢╒⌠№←↔≤∙└₫ 

Ȉ 

ᶸКǲЊȒǯȅǡ ǲǯȅȒǵǓ 
ǋȔǉǝ 

ȋǒǱɓɧɝɱȲǦǨǮǠ 

色 素 が 含 ま れ て い て 、 こ の 色 素 が な い と 白 い フ ラ ミ ン ゴ に な っ て し ま い ま す 。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

  

 

こ の 行 動 の は っ き り と し た 理 由 は わ か り ま せ ん が 、 足 裏 を 水 底 に 一 生 懸 命 こ す り つ け て は 

Ǥ ǚ ǲ ʥ ד Ǳ Ҳ ș Ǡ Ȓ 

ǋȋĢɞɶɱȤȧɶȭǵ ș 

⅝ ǲ ǫ ǋ ǭ ǋ Ȓ 

 

頭 を 水 中 に 入 れ る こ と を 繰 り 返 し 行 っ て い ま し た 。 た ま に は 違 う 餌 を 食 べ た か っ た の か な ？ 

 

Ȁ ǭ ǋ Ȓ ǵ ǒ Ǳ ǈ  

ȱ ȯ Ǯ ȉ Ǒ ǯ Ǟ ǭ 

Ǥ ǚ 

Ǧ 

ǮǍǰȚșǚǴȒ 
ǉǞ 

Ǟ ǭ ǋ Ȓ ȏ Ǎ ǲ ȉ Ģ 

ȓȚǞȌǍ 

ɦ ɶ ɫ Ɂ ɏ ɓ ɧ ɝ ɱ Ȳ Ǔ Ģ 

˲ȆǦǋ 
ǹǯ 

Ǽ Ǟ Ǖ ǚ Ǎ ǰ Ǎ 

ʰ ș ˧ ˛ ǲ Ǚ ǭ ǋ Ȓ  
ȑȎǍǉǞ ǚ Ǎ Ǜ ȅ 
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今回は、マダニのお話です。 

 

マダニは野外に生息し、哺乳類、鳥類、爬虫類な

どの血を吸って生活しています。吸血した成ダニは

体長１cm 以上にもなり、目に見えない程小さなイ

エダニなどとは別の仲間です。 

マダニは一番上の足（第一脚）の先にあるハラー

氏器官という温度や二酸化炭素を感じる感覚器で動

物の接近を察知すると、動物に乗り移り、吸血に適

した場所を探します。吸血場所が決まると、口下片
こ う か へ ん

という逆行性の歯状突起を持った針のようなものを

差し込み、セメント物質を分泌して動物と固着し、

皮の下に形成した「血液だまり」から血を吸います。 

 

マダニは、吸った血液から必要なものだけ漉
こ

しと

り、残りを動物の体内に戻す工程を繰り返し、血液

を濃縮して吸血します。そのため、一回の吸血時間

が長く、成ダニの吸血は数日から 10 日以上かかる

こともあります。分泌される毒素でアレルギー反応

などをおこしたり、独特の吸血様式のため、ウイル

スを媒介したりします。 

 マダニ対策として、野外では長袖を着たり、長ズ

ボンをはいたり、ズボンの裾を靴下に入れたりする

など肌の露出を避けること、また、吸血時間が長い

ので、野外活動の後はシャワーや入浴で、マダニが

ついていないかチェックすることも有効です。 

万が一、マダニがついていても、自分で取ろうと

せず、病院の受診をお勧めします。セメント物質で

固着しているのでなかなか取れませんし、場合によ

っては口下片だけ残り、かえって面倒になります。

ペット動物も同様に動物病院を受診することをお勧

めします。 

 

 

 

 

 

 

 

今年の 1 月末に、とべ動物園で世話をしているハ

ヤブサの「迅（じん）」がマダニにくわれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は じ めは 瞼の 炎

症かと思ったので

すが、よく見ると

マダニの寄生によ

り血液だまりが形

成され、瞼が腫れ

ていることが分か

りました。恥ずか

しながら、マダニ

が大きくなってや

っと気が付きまし

た。 

駆虫薬を投与し

たところ、翌日に

はマダニは落ち、

うっすら瞼が開い

てきました。 

 

投薬後 9 日目で

瞼が完全に回復し

ました。すぐに気

づいてあげられず、

反省しています。

迅くんごめんなさ

い。 

（獣医師 池澤 紅輔）    
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落語の中に登場する動物で、最も出演頻度が高い

のはやはりタヌキでしょうか？狸賽（たぬさい）、

狸の札（たぬきのさつ）、狸の鯉、権兵衛狸（ごん

べえだぬき）などなど。題名は場所や演者によって

異なる場合がありますが、ほとんどの噺がいじめら

れていた子ダヌキが助けてくれたおじさんに恩返し

をするというパターンです。ところが、そこは落語

のこと、ちょっと間抜けな結末を迎えるのがお決ま

りのようで…。今回はその中でも特に可愛い「狸の

札」をご紹介しましょう。 

 

【狸の札】 

子どもたちが集まってわいわい騒いでいるところ

に通りかかった男、よく見ると子ダヌキが寄ってた

かっていじめられています。かわいそうに思った男

は、なけなしの銭を子どもたちに渡して子ダヌキを

買い取り、「もう捕まるんじゃないぞ」と逃がして

やります。さて、その晩のこと、どんどんと戸を叩

く音が聞こえます。男が「誰だい？」と訊くと、

「はぬひでふ」。「何だと？」「たぬひでふ、開けて

ください」そんなやり取りの後、しょうがないので

戸を開けると、わずかなすき間から入って来たのは

昼間助けた子ダヌキです。「昼間はありがとうござ

いました。ご恩返しにやって来ました」というので、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男は「何言ってやがる、そんなことはいいから家に

帰んな」ところが子ダヌキは「いえ、そんなことす

るとそんな恩知らずはまるで人間みたいだと怒られ

ますので、どうか恩返しさせてください」人間みた

い、て…(-_- 

 

 

 

 

 

どうしても恩返しがしたいと言う子ダヌキの熱意

に負け、男は借金返済に困っていることを打ち明け

ます。すると子ダヌキはお札に化けて見せます。

「こりゃすげえ、本物にしか見えないぜ」とお札の

裏と表をぐるぐるひっくり返しては眺める男。「ぐ

るぐる回しちゃだめです、目が回ります。折りたた

むのもやめてください、腰の骨が折れちゃいます。」

と、なかなか注文の多いお札ですが、さあ、借金取

りがやってきましたよ、うまくごまかすことができ

るのでしょうか？それとも偽札だとばれて大変なこ

とになってしまうのでしょうか？ 

おあとは寄席でお楽しみください。 

 

【タヌキ】 

  タヌキは昔から 

日本人になじみの 

深い動物ですが、 

ここ四国には特に 

名高い四国三大タ 

ヌキがいます。松 

山の隠神刑部（い 

ぬがみぎょうぶ）、 

屋島の太三郎狸、小松島の金長狸です。あの有名な

アニメ作品にも登場しましたね。もともと四国には

キツネが少なく、タヌキが多かったため、タヌキ伝

説が多いそうです。ところが最近じわじわキツネが

増えているような気がします。実はそこにも一つ驚

くべき言い伝えがあるのです。なんと、かの弘法大

師がキツネを嫌って四国から追い出したそうです。

しかし、しょんぼり出ていくキツネの姿を見てかわ

いそうに思ったのか、「四国と本州が鉄の橋で結ば

れたら戻ってきていいよ」と言ったとか…。明石海

峡大橋、瀬戸大橋、しまなみ海道と三本も鉄の橋が

かかったからキツネが増えたのでしょうか？それに

しても平安の昔（1300 年も前）に鉄の架橋を予言

するなんて、お大師さん、すごすぎませんか？                

 

（田村 千明） 

ẃḹǵȽɊȫǶȷɜɶɆ 
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★氏名を教えてください。 

 二宮友里絵と申します。 

 

★出身地並びに出身地でのエピソードなど。 

 出身地は宮崎県で、地鶏や宮崎牛、マンゴ

ーなど有名ですが個人的には冷や汁が好きで

す。 

 

★趣味を教えて下さい。 

 特に継続している趣味はないのですが、手

芸など手を動かして何かを作るのは好きです。

せっかくとべ動物園に勤務しはじめたので、

陶芸を始めてみようかなと考えています。 

 

★なぜ獣医師を志したのですか？ 

 幼少のころから動物が好きで、家でインコ

や犬、猫などを飼っていました。もっと色々

な種類の動物に触れあいたいと思い、獣医師

を志しました。 

 

★現在のお仕事は？ 

獣医師として園内動物の衛生管理、健康管

理、治療、また野生傷病鳥獣の保護や治療を

行っています。 

 

 

★動物園の中で好きな動物は何ですか？理由も

あれば教えて下さい。 

 アンデスコンドルです。太陽に向けて大き

な翼を広げて日光浴している姿は神々しさを

感じます。 

 

★その他とべ動物園でのおすすめポイント

( 動物) などがあれば教えて下さい。 

 同じ種類の動物でも、天候や時間帯によっ

て居る場所が違ったり、個体によって反応が

異なったりします。そういった違いをゆっく

り時間をかけて観察して、見つけていくのが

お勧めです。 

 

★これまで経験してみて、仕事で嬉しかった

ことはありますか？ 

 動物たちが担当キーパーさんにだけ見せる

顔などを間近で観察できた時です。 

 

★今後やってみたいことはありますか？ 

 大学生のころは産業動物繁殖学研究室に所

属しており、おもに牛の繁殖に関することを

行っていました。今後、動物園内の繁殖につ

いて獣医師として貢献できることがあれば、

積極的にかかわっていきたいです。 

 

★座右の銘を教えてください。 

 「我逢人」という出会いの尊さを表した言

葉です。人との出会いや、動物との出会い、

一つ一つを大切に、有難さをかみしめて生き

ていきたいです。 

 

★最後に意気込みをひとこと 

 まだまだ知識も技術も不足しておりますが、

先輩方からしっかり学び、少しでも動物たち

の役に立てるよう頑張ります。 
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